
担　当:企画政策課　浦南
連絡先:(℡) 0747-62-2031
          (Mail) kuro_ks@vill.kurotaki.lg.jp

黒滝村

連絡先:(℡) 0746-62-0004
          (Mail) kankou@vill.totsukawa.lg.jp

＜小辺路TRAIL JOURNEY in 十津川＞
世界遺産・熊野参詣道「小辺路」を舞台に、1,000ｍ級の峠を越えて伯母
子岳に挑む山岳マラソン。大会を今後も継続して開催していくために、企
業版ふるさと納税を活用し、参加者の受入体制の強化を図り、観光事業者
や宿泊施設と連携して、地域の活性化や関係人口の増加を目指します。

十津川村野迫川村

天川村

担　当:健康こども課　福西
連絡先:(℡) 0747-52-9403
          (Mail) hoken-sen@town.oyodo.lg.jp

令和７年４月に大淀町子育て支援拠点施設を開設予定です。
町の子育て支援関連施設を集約し、切れ目のないサービスを提供するこ
とで、子育てしやすい環境を整備します。
ひとりひとりの個性に寄り添ったサポートを行い、子どもたちの輝かし
い未来を共に創っていきます。

大淀町

担　当:財務監理課　田中
連絡先:(℡) 0747-68-9062
          (Mail) zaisei@town.shimoichi.lg.jp

「下市町空き家バンク」をさらに充実させ、「空き家を提供したい」という
方と「空き家を利用したい」という方のマッチングをさらに充実させると
ともに、住宅の確保及び改修等に係る支援などを行います。
移住・定住の大きな要因の1つである住環境の充実を図り、下市町への移
住・定住を促します。

下市町

「観光を中心とした産業活性化事業」として、洞川地区の街並みづくりに
取り組みます。洞川温泉ビジターセンター及び駐車場を整備することで、
歩いて楽しい、風情があり、交流と活気のある観光のむらづくりを目指し
ます。

〈訪れたくなる村づくりプロジェクト〉
長期的な視点で官民連携により事業推進し、関係人口づくりや移住定住の
促進の取り組みを通じて、将来に渡って活力のある地域づくりを目指しま
す。具体的には次の３事業を進めます。
①森林資源の保全と担い手育成による地域振興
②魅力ある観光施設の整備　③奈良県と黒滝村のまちづくり事業への参画

＜野迫川村への移住・定住促進プロジェクト＞
野迫川村への移住希望者や野迫川村に興味がある人を対象に、野迫川村移
住定住体験ツアーを企画・実施します。移住者と地域住民が交流できる憩
いの場を提供するとともに、交流イベントを企画・実施し、都市部住民と
地域住民の交流を促進します。

担　当:地域政策課　中尾
連絡先:(℡) 0747-63-0321
            (Mail) chiikiseisaku@vill.tenkawa.lg.jp

担   当:産業課観光グループ　玉田担　当:総務課　宮村
連絡先:(℡) 0747-37-2101
          (Mail) soumuka@vill.nosegawa.nara.jp
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担　当:くらし定住課　松本
連絡先:(℡) 0746-52-0111
          (Mail) ｙ-matsumoto@vill.nara-kawakami.lg.jp

川上村

担　当:総務企画課　南　
連絡先:(℡) 0746-42-0441
          (Mail) soumukikaku@vill.higashiyoshino.lg.jp

東吉野村

下北山村 上北山村

正は春の５１『、めたるす承継をい思るけかに」育教「のちた人先、は村本

んだんに使用した木造３階建て校舎は、令和６年４月開校を目指してい
ます。

クリエイター等に移住を呼びかける「クリエイティブヴィレッジ構想」の
推進、また、空き家バンクの設置や空き家改修費用の助成、ゲストハウスや
サテライトオフィスの整備などにより、若い世代の移住が進み始めていま
す。この移住の流れをさらに加速させるべく、人が集う村づくりに引き続
き磨きをかけます。

カーボンニュートラル、ＣＯ２排出削減等に貢献する森林吸収源を高める
ために、森林の手入れを適切に行うプロジェクトです。放置林や、適切に管
理されていない森林の手入れを行い「森を守り育てる人」を育成します。
適正に管理された森林から出される木材を利用することで炭素固定等に
も貢献できます。

担　当:地域振興課　上平
連絡先:(℡) 07468-6-0001
          (Mail) kikaku@vill.shimokitayama.lg.jp

道の駅及び周辺施設を川辺で家族連れが楽しめる観光拠点として整備、
自転車競技「ヒルクライム大台ケ原」、「大台ケ原マラソン」等の交流イベ
ントの継続開催、令和２年度開業の宿泊施設フォレストかみきたの補完施
設として和佐又山にオートキャンプ場の開設を目指しています。皆様のお
力添えをお願いします。

担　当:総務課　吉住
連絡先:(℡) 07468-2-0001
          (Mail) somu@vill.kamikitayama.lg.jp
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企業から応援していただきたい   
奈良県のプロジェクト

・奈良新『都』づくり戦略に基づく様々なプロジェクトがあります。
  下記８つのプロジェクトの他にもこんな取組を応援したい！というものがございましたら是非ご相談ください。

日本一災害に強い奈良県を目指して
～地域で活躍する防犯・
防災リーダーの人材育成～

「飛鳥・藤原」の世界遺産登録推進
～日本国家はじまりの地を

世界遺産に！～ 

漢方を通した県内産業の活性化
～漢方とゆかりの深い
奈良ならではの取組～

奈良のおいしい「食」づくり
～食と農を支える人材育成～

防災訓練

フードクリエイティブ学科調理実習

大和トウキ圃場

プロジェクトの詳細はこちら↑

藤原宮跡と香具山
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いつ発生してもおかしくない災害から「い
のちを守る」ため、地域の安全を確保する
人材の育成を進めます。

なら食と農の魅力創造国際大学校で次世代
の「食」と「農」のトップランナーの育成
に取り組みます。

奈良県とゆかりの深い漢方について、薬用作
物の生産拡大、関連商品･サービスの創出等
に、部局横断のプロジェクトで総合的に取り
組みます。

「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の
世界遺産登録の推進に取り組んでいます。
世界遺産登録により、構成資産の保全への
意識を高めるとともに、県内への誘客を図
ります。
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世界に誇れる奈良公園の保全
～奈良のシカの保護などの取組～ 

耕畜連携を推進
～地域内資源の循環に向けて～

だれもが、いつでも、どこでも
スポーツに親しめる環境づくり

～活き活きと安心して健やかに暮らせる
健康長寿の奈良県～

「なら四季彩の庭」づくり
～四季折々に豊かな彩りを楽しめる

奈良県づくり～

令和４年１１月　奈良県企業版ふるさと納税連絡協議会発行

詳しくは

奈良公園（若草山）のシカ 地元活動団体･協定締結団体による植栽例

ラグビーイベント「まってろ！花園」

奈良県企業版ふるさと納税

奈良公園が100年先も世界に誇れる公園で
あり続けるために、奈良のシカの保護、春
日山原始林の保全、植栽の整備などの取組
を進めます。

県全体を一つの庭のように花や緑で彩り、魅
力ある景観づくりを進めるため、植栽等によ
る実践活動の推進や、シンボルマーク等を活
用した普及啓発を推進します。

耕種農家と畜産農家の連携体制を構築し、
資源循環型農業を推進します。

スポーツイベント等の開催により、スポーツ
活動への参加を促進します。
スポーツの推進を支える人材育成に取り組み
ます。


